2009夏期講習の概要　数学
★テキストはすべて別途、プリント配布

★すべて演習形式ですので、全講座とも要予習です。あらかじめ問題を解いてこなければ非常に意味が薄くなります。頑張ってください。
【ベクトル】　全5コマ
■対象　ベクトルの既習者　入試対応（受験生中心）
■概要

　ベクトルの基本的な演算などは予めできるようにしておいてください。

　前半は典型的な入試問題を扱います。後半は、特にベクトル方程式の扱いなどを一つの軸にしながら、座標の取り扱い方を押さえます。自由にベクトルが扱えるようになれば苦手から非常に大きな武器になります。
　問題演習としては1コマ3問程度と考えてください。
【行列・一次変換】　全5コマ
■対象　行列・一次変換の既習者　入試対応
■概要

　行列の基本的な演算はできるようにしておいてください。少なくとも行列式（デターミナント）、逆行列を求めること、行列を使って連立方程式を解くくらいのことはできるようになっておいてください。その上で、行列から一次変換にかけての典型問題・標準レベルの問題を軸に総合的な演習を行います。

　ベクトル・行列・一次変換は、問題は何となく解けるけれども、何をやっているのか良く分からないことが少なくない。例えば行列式の意味は何か、固有値や固有ベクトルの正体は何か。そうしたことの意味を概括的に掴みながら、なかでも受験生が苦手にしていることが多い図形的な問題や、座標空間の変換のイメージを求められるようなものができるようになればと思います。

【いろいろな曲線】　全6コマ
■対象　数ⅢCの既習者（少なくとも微分・積分の基本的な計算力は必要）　入試対応

■概要

　通常は微分、積分、極限などという単元別に数学を学習するが、その対象となる関数・曲線に注意が払われることはそれほど多くない。

　けれども特に数ⅢCはⅠAⅡBとは比較にならないくらい多様な関数、グラフ、方程式が登場する。また蓄積しなくてはいけない＜知識＞も非常に多い。例えばアステロイドは微分でも積分でも登場するし、パラメーターの扱いが中心になることもあれば、図形的な扱いが中心になることもある。概形を描かされることもあれば、面積計算をすることもある。またパラメーターを導出することが要求されることも多い。けれどもどうしてもそれらがバラバラに単元に分かれて扱われるために統一的な像を獲得しにくい。そこで今回、微分や積分の対象となる曲線にスポットを当ててその特性をできるだけ広範囲捉えたい。

【数学ⅠA・ⅡB　総合演習】　全6コマ
■対象　受験生
■概要

　数ⅠA、ⅡBを横断し、様々な単元にまたがるような融合的な問題、総合的な問題を中心に演習を行います。

　これらは入試のさいに合否が分かれるような問題であり、また単元別に編成されている問題集や参考書に収めにくい（だからあまり収められていない）ような問題をできるだけピックアップします。問題は必ずしもやさしくはありません。格闘してください。
　

【数学ⅢC　総合演習】　全6コマ
■対象　数ⅢC　特に微分、積分の基本的なところの既習者。入試対応。
■概要

　数ⅠA、ⅡB、ⅢCの全体を横断し、様々な単元にまたがるような融合的な問題、総合的な問題を中心に演習を行います。

　これらは入試のさいに合否が分かれるような問題であり、また単元別に編成されている問題集や参考書に収めにくい（だからあまり収められていない）ような問題をできるだけピックアップします。例えば確率と漸化式の融合問題、整数問題と数列の融合問題、問題は必ずしもやさしくはありません。格闘してください。

（サイクロイド、アステロイド、レムニスケートなどなどの曲線については主要には【いろいろな曲線】で扱いますが、ある程度内容的に重なる部分もあります。問題は重ならないようにします。）
【不等式・絶対値・グラフの活用】　全8コマ
■対象　ⅠA、ⅡB（特に高次方程式までは学習済み）
■概要

　多くの生徒が苦手とする不等式、絶対値、そして上手く使えないグラフについて導入から一定の応用まで扱います。
　特に不等式を同値変形しその解を求めること、また証明することや、絶対値を含んだ等式・不等式を、機械的な処理ではなく不等式や絶対値などの基本的な理解を固め、それを膨らませ、またグラフ化することで扱えるようになりたい。

【2次方程式・2次関数】　全6コマ
■対象　数ⅠA　既習者（若干、数Ⅱ的内容も含みます）
■概要

　2次関数・2次方程式は意外に奥が深いもの。高校数学（特にⅡB）までで扱っている曲線は非常に限定されています。関数もほとんど3次関数までになってしまいました。そのため逆に2次関数の奥行きのある問題が東大などでもだされます。たかが2次関数、されど2次関数です。この際、しっかりその意味するものをつかみ取っておきたいところです。サラに、それを通して数式とグラフ、その相互の関係の捉え方もイメージできるようにしたいと思います。

※解の配置問題を含みます。

【数学の論理】　全5コマ
■対象　数ⅠA、Ⅱの不等式までのところの既習者
■概要

　数学の論理とは、＜必要・十分＞、＜allとsome＞、逆・裏・対偶など様々にありますが、一般的に敬遠されます。しかしそれらは数学の一単元ではなく、数学全体がその上に初めて成立しているような大切なものです。
　その論理の大切さと運用を実際の問題を解く中で考えていきます。

　問題は難しく感じるかも知れませんが、実際にやることは簡単なことなのです。

※必要条件、十分条件について、どっちがどっちだっけ？というのは困ります。教科書にでも参考書にでもパラッと見れば書いてあることくらいは押さえて予習をして下さい。

2009夏期講習の概要　現代文

★テキストはすべて別途、プリント配布

★すべて演習形式ですので、全講座とも要予習です。あらかじめ問題を解いてこなければ非常に意味が薄くなります。頑張ってください。特に現代文は事前に自分で解答を作り、また問題文を読み込んでこなければ、ほとんど授業の意味が失われます。

　特に時間制限なしで解いてもらって良いです。また辞書などを調べても構いません。読解には知識が必要です。演習はテストではありません。読解に必要な知識は貪欲に身に付けていってください。
【現代文の基礎】　全5コマ

■対象　1，2年生、ないしは現代文を本当に基礎からやろうと思う生徒。

■概要

　現代文の論理的な読解とはいったいどういうことなのか、現代文の問題はどのように作られ、どのように解くべきなのか、という基本的なことについての講義をした上で、実際の問題演習を通して掴んでもらいます。
　特に読解の基本になる＜主張＞と＜根拠＞の大きな掴み方、＜同一性＞＜対比・対立＞＜原因・結果＞の3つの論理関係の掴み方を明確にさせます。

【センター現代文　小説編】　全5コマ

■対象　センター演習

■概要

　センター現代文は、多くの生徒にとってもっとも得点が不安定な科目になっています。なかでも小説はほとんど＜感想＞にたって＜カン＞で答えているのが現状です。

　けれども現代文の問題として出されている限り、そこには必ず一般的に認められる一定の論理と根拠があって選択肢を選ぶようになっています。

　今回は実践的にどのように小説文を読み、どのように選択肢を選ぶべきなのかを演習しながら掴んでもらいます。

【センター現代文　評論文編】　全5コマ

■対象　センター演習

■概要

　センター現代文は、多くの生徒にとってもっとも得点が不安定な科目になっています。評論文は内容的にある程度読める場合もあるし、また読めない場合もあります。現代文の問題は実はある程度までは読めなくても正解できるものです。別の言い方をすれば、本当にしっかり内容を把握し、読み切れるとは考えられていないのではないかと思います。

　今回は、評論文の問題をどのように捉え、読むのか、そしてどのように選択肢を選ぶのか、を実践的につかみ取っていきます。

【現代文　記述問題編】

■対象　記述問題の実践演習
■概要

　2次試験で記述が必要になる生徒、本格的に現代文の力をつけたい生徒に、その第一歩となる講座とします。
　内容の把握、設問の分析方法と記述の仕方。その注意点などを演習し、講義します。
※予習の段階で、必ず自分の記述答案を作ってください。試験の時には空欄にはしないでしょう？　必ず何か書いてください。書かないところからは何も始まらないからです。
